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宗
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精
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国
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
伊
達
政
宗
公
が
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
っ

て
米
沢
か
ら
岩
出
山
に
転て

ん
ぽ
う封
し
た
の
は
、
天

正
19
年
（
１
５
９
１
年
）。
し
か
し
、
本
格

的
な
国
造
り
に
着
手
し
た
の
は
、
関
ケ
原
合

戦
後
の
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
年
）
に
仙
台

に
移
転
し
て
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
は
、
徳
川

政
権
の
樹
立
が
地
域
の
安
定
に
直
結
し
、
仙

台
藩
政
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
政
治
の
安
定
が
地

域
や
社
会
の
充
実
に
直
結
す
る
の
は
、
今
も

昔
も
同
様
で
す
。

　
で
は
政
宗
公
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
造

り
に
励
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
事
項
を
、

下
の
表
「
政
宗
公
の
国
造
り
年
表
」
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
年
）
か
ら
は
寺
社

の
造
営
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
崎
八
幡

宮
は
伊
達
家
の
守
護
神
。
廃
寺
を
再
興
し
た

瑞
巌
寺
に
は
、「
家か

国こ
く
興こ
う
盛じ
ょ
う

、
人
民
富
楽
」
を

祈
願
し
て
い
ま
す
。
ま
た
政
宗
公
は
、
陸
奥

国
分
寺
薬
師
堂
の
再
建
も
実
施
。
国
分
寺
は

古
代
に
全
国
各
地
で
建
立
さ
れ
、
護
国
思
想

を
体
現
し
た
寺
で
あ
り
、
政
宗
公
の
国
を
護ま

も

る
思
い
が
再
建
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
政
宗
公
は
、
仙
台
で
の
施
政
の

始
め
に
当
た
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
け
で

は
な
く
、
寺
社
を
建
立
し
て
伊
達
家
と
領
民

の
富
楽
を
祈
り
ま
し
た
。
士
民
の
心
の
よ
り

国
の
安
寧
と
領
民
の
幸
福

仙
台
か
ら
世
界
へ

　
慶
長
18
年
（
１
６
１
３
年
）
の
慶
長
遣
欧

使
節
は
、
南
蛮
貿
易
に
出
遅
れ
た
政
宗
公
の

奇
策
で
し
た
。
メ
キ
シ
コ
と
仙
台
と
の
貿
易

を
実
現
し
、
平
戸
・
長
崎
と
同
じ
よ
う
に
仙

台
領
の
港
を
国
際
貿
易
港
に
す
る
構
想
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
実
現
こ
そ
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
航
海
時
代
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

の
時
代
に
、
外
に
打
っ
て
出
た
政
宗
公
の
冒

険
心
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
世
界
は
仙
台
に
注
目

し
、
被
災
の
悲
惨
さ
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
に
復
興
の
舵か

じ
を
取
る
か
に
も
関
心
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
次
の
時
代
へ
つ
な
ぐ
仙
台

の
国
造
り
に
、
内
外
に
大
胆
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
た
政
宗
公
の
精
神
が
継
承
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
慶
長
６
年
は
、
仙
台
城
と
城
下
町
の
建
設

に
着
手
し
た
年
で
す
。
同
じ
年
に
奥
州
街
道

の
付
け
替
え
や
、
四
方
に
延
び
る
街
道
の
整

備
と
新
た
な
宿
場
の
取
り
立
て
が
始
ま
り
、

新
田
開
発
も
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

次
い
で
、木
曳
堀（
後
の
貞
山
運
河
の
一
部
）

や
四
ツ
谷
用
水
の
整
備
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
城
と
城
下
町
、
街
道
と
舟
運
。
さ
ら
に
生

産
基
盤
の
確
立
。
仙
台
藩
の
国
造
り
は
、
ま

ず
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

年代 出来事

1601年 仙台に移る

1601年～ 城・城下町を造
る

1601～
1610年代

街道・宿場を造
る

1604年～ 寺社を造る

1600年代
初頭～

新田開発を進め
る

1613年 慶長遣欧使節を
派遣する

1620年代～ 木曳堀・四ツ谷
用水を造る

表「政宗公の国造り年表」ど
こ
ろ
と
な
る
祈
り
の
場
も
創
出
し
た
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。　

▲慶長使節船「サン・ファン・
バウティスタ」（宮城県慶長
使節船ミュージアムに展示公
開中）

　　
１
年
間
連
載
し
て
き
た
「
伊
達
政
宗
公
生

誕
450
年
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
今
月
で
最
終
回
と

な
り
ま
す
。
執
筆
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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